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石炭業における「構築物」と「施設f
一一19世紀イギリス石炭業における「施設」の成立過程 (1) 

阿 音日 功

I 問題の設定

すでに16世紀中葉から本格的な発展を開始したイギリス石炭業は， 1760年代

からの産業革命の進行がもたらした石炭需要の急速な拡大に支えられて大規模

化し， 1790年から1910年までの120年間に，その生産量は1，000万トソから24，000

万ト γへと増大した(第1表)。

第 1表 イギりス石炭業の地域別生産量の推移(単位 1QO()トγ)

I 1551-6C年 1681ー卯年い781-9昨 I1則一岬

it 東
%1 %1 %二Z

部 65 I 31 I 1，225 I 41 I 3，000 I 29 I 50，000 I 21 
'"コザトラソド 40 19 475 16 1，600 15 37，000 15 

ウ.00. - i.... 7~ 20 10 200 7 800 8 50，000 21 

ミ "1 rランズ 65 31 850 29 4，000 39 100，180 41 

カソノミラ γ ド ， 6 2 100 3 500 5 2，120 1 

そ の 他 14 7 132 4 395 4 2，610 1 

合 計 210 I 100 I 2四 I1∞I 10四5 1∞|包1，910I 100 
注 ミッドランズは ランカジャー クエスト ライディ γグ，南スタッフォードジヤを
中心とする 3炭田よりなる。

習料 J. V Nef， The Rise 0/ the British Coal Industry， 2 vols.， 1932， Vol. 1， pp 
19-20， 23 

こうした発展にとって第1の前提をなすものは，石炭業の「生産力の第 l次

的規定要因」のである炭層の広範な賦存である九しかしながら炭層の賦存とい

1) 本論文は，副題がしめすようにrJ9世紀イギリス石炭業における「施設Jの成立過程』と題す
る連続論文の前半部分にあたる。したがって本論文の第I節はj 次号掲載予定の続稿にたし、する
序章でもある。
2) 隅益三喜男，石炭産業分析序論， r経済学論集」第27巻第4号J 昭和36年， 4ベージ。
3) 1871年の調査によれば，イギリスの地下4泊00フィ ト以内で，厚度が1フィート以上の恩蔵炭
置は 1.464億8，000万トンと計揮された(君揮主治郎， r英国石炭事情」大正3年， 3ベ ジ)。
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う条件は石炭業の成立とその発展の前提をなすものであるとはし、え，本稿が対

象とする19世紀のイギリス石炭業の発展の過程を積極的に表刀くするものでない

ととはあきらかである。それは右炭業の生産過程の展開のなかにιそ求められ

るべきものであって，その展開は石炭業の労働手段の発展に基本的に規定され

/たものである。

したがって本稿は， 19世紀のイギリス石炭業の発展過程を労働T段の発展の

側面だけにかぎって対象とするととによって，石炭業における「工場体制」の

成立の過程壱技術的側面から解明していくこと杢課題正している。

しかし労働手段の発展壱歴史的に追っていくにさきだって，まず次のことが

確認されなければならない。すなわち石炭業の生産過程とはなにか，またその

生産過程の展開のなかで道具から機械へと一般にあらわきれる労働手段の発展

は，どのような特徴をもっているかということであるべ

石炭は地底の炭層から切りだされ，地表に運びだされることによってはじめ

て商品化する。したがって石炭業の生産過程にとって主要な過程を構成するも

のは，切羽における採炭と坑口までの運搬との 2つの工程である。この採炭と

運搬の 2工程が統ーして進行することは，石炭業の生産過程全体の進行にとっ

て基本的な条件壱なす。採炭と運搬のいずれか一方における生産力の増大は，

より高次での両者の再統ーを要求する。ところが，採炭の進行がただちに労働

対象の消滅を意味するところから，採炭と運搬の統ーは運搬距離の延長と好条

件の炭層の消滅という一重の面から仮壊されつづける。とれは石炭業の生産過

程に内在する 1人矛盾であるといえる。

こうした石炭業の生産過程が展開される場である切羽と坑道は，その合理的，

体系的設置によって採炭と運搬の労働力の編成に重大な影響をあたえ，その生

産力を増大させる o しかも採炭用， 運搬用の労働手段は， 切羽，坑道に結合

されてはじめて労働対象である炭層に積極的に働きかけるととができるのであ

4) 以下の石炭業の生産過程の特徴の析出にあたって， 隅谷教授の前掲論文， 2-22ページ， 33-37 
ベージを参考にした。
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る。このことは石炭業にあっては，製造工業における建物や土地とは異なって，

切羽と坑道の体系である「構築物」が，生産過程における基本的労働手段の位

置を占めていることをしめす。

したがって七炭業の採炭と運搬としづ主要生産過程は，基本的労働手段であ

る「構築物J=切羽と坑道の体系と，そのそれぞれに結合された採炭用，運搬

用の労働手段の体系を軸にして構成されていることになる。生産過程にこうし

た特徴をもっている石炭業の発展の過程の解明は， I構築物」の体系的成立の

過程と，採炭用，運搬用の労働手段の発展の過程を統ーして追跡していくこと

によってはじめて達成される。

露頭採炭壱歴史的始点とする石炭業の生産過程の展開は，深層採炭へと進む

につれて切羽と坑道の分化を，したがってまた採炭と運搬の分化を現実化する。

この分化が直接に招いた生産過程の危機は，さしあたっては切羽と坑道の合理

化と分業原則の導入による採炭と運搬の統ーの回復という道を通って回避する

ことができた。乙うした「構築物」の体系化とそこに結合された手労働に基づ

く分業による労働力編成は，石炭業のマニェファグチュア的段階をしめすもの

である。それは労働手段の発展過程にとっては， I構築物」が道具と対応し，

前者の合理的設置が生産力の水準を表現する段階，すなわち石炭業の「構築物」

の段階と規定することができる。

しかしながら石炭業の生産過程に内在する採炭と運搬の統ーの倣壊の契機

は，生産過極の大規模化につれてたえず現実化し，生産過程の円滑な進行をお

ひやかすρ 「構築物Jの合理化と分業原則の導入によって一時的に解決されて

きたこの矛盾は，均、まや機械的労働手段の導入を要求するようになる。ここに

「構築物」に採炭用，運搬用の機械的労働手段を結合し，採炭と運搬を機械的

段階で体系的に統ーすることが，石炭業の生産過程の進行にとって必須の条件

となるo この「構築物Jの機械的段階を石炭業の「施設jの段階正規定する矢

本稿の課題は，このような「構築物」の段階から「施設」の段階への石炭業

的 向上論文. 15ベージロ
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の生産過程の展開壱.18世紀初頭に排水機関の出現をみ.1880年代に採炭機械

を実用化するにいたったイギリス石炭業に例をとって実証的に解明することに

ある。その分析の直接の対象は，上述したようにさしあたって発展の技術的側

面すなわち労働手段の発展の問題に限定される o しかもその労働手段は，採炭

と運搬とし、う石炭業の主要生産過程に位置するもの以外は. I構築物」の体系

的成立にとって重要な意義をもコた排水，換気の商工程の労働手段を除いて，

捨象し介。

I 深層採炭の諸条件の整備

石炭生産の進行は，露頭採炭から沿層の地下採炭に移るにつれて，まず湧水

と可燃性ガスの発生という自然的条件によって回害される。前者は炭坑の深層

化を直接に阻み，後者は深層化した炭坑の採炭領域の拡大を制約する o 石炭業

の発展の初期の段階では，乙の両者はともに石炭業の生産力を狭い限界内にお

しとどめ，炭坑の寿命を決定する最大の要因になっていた。

したがって排水の機械化と換気体系の成立は，深層採炭の進行の前提をなし，

切羽と坑道の分化壱基底とした「構築物」の体系的成立を可能にする条件をな

すものであった。

i 排水具から排水機関へ

自然排水と排水臭 露頭採炭が狸堀り (bel1-pitmlIling)に進むことではじ

まった地下採炭は，その進行にともなって湧水問題を生産過程の第 1の障碍と

してもつ。

採炭が自然排水の水準上でおこなわれる場合には，山腹に切羽まで達する排

水通洞を堀るととlごよって自然排水をおこなうことができた。 この横坑採炭

(day-hole system)，横洞式浅層採炭 (pitand adit system)で稼業する方法は，

14世紀中葉から炭層が水準上にある丘陵地帯の炭坑で採用古れ.1600年ごろに

はすでに一般的なものとなっていたへ

6) C. R. Gibson. The Romance 0/ Coal. 1923， p. 65; T V. Npf， Thfl R包se01 ihe B1'itish Coal 
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しかし自然排水に依存した炭坑組織では，採炭を大規模に展開することは困

難であり，平野地帯の炭坑では，横坑の姻撃自体が望めないものであったから，

すでに17世紀のはじめまでに，排水具が，現存するイギリスの全炭回地方で，

排水通洞の普及と歩を揃えて一般的なものとなっていった白

人力や馬力を動力とする釣瓶式の排水具 (Windlass) と手動の排水ポンプの

普及は，横坑式の炭坑組織にたいして，竪坑組織の展開を直接にもたらすもの

であって，竪坑を中心にその周囲に沿層斜坑を堀撃する fギリメ久ミの近代的な炭

坑組織の原型がこ ζ にあらわれたといえるη

しかしながら仏. 1臼5世紀から17世紀末までの竪坑の深度は，なによりも排水能

力の限界によヮて規定されていた。 17世紀を通じて人力，馬力を動力とする排

水具は，地下15~20尋からの揚水を限度としており，当時一般的におとなわれ

た竪坑の途巾に溜池をつくる段階的な揚水によっても，竪坑の最深が40尋壱と

えることはほとんどなかった"。 したがってその生産量もかな旬制約をうけ，

1650年ごろ，イギリス石炭業の最先進地方であ η たタイン)11流域の 1炭坑は，

週あたり 10 日 ~125 トンを生産していたにすぎなかった。またその寿命も一般に

1~2年程度のものでしかなくべ当時200万~3∞万トユ/の生産量を誇ったイ

ギリス石炭業の繁栄が，し、かに零細で流動的な小炭坑の群立を内容とするもの

であったかはあきらかであろう。

lndustry， 2 voJs.， 1932， Vol. 1. p. 354横坑採炭は，世坑を運搬坑道としても用いるもので，
横洞式浅岡採院はi それを排ホ通洞としてのみ使用しa 入坑， j在揚は竪坑によっておこなう。こ
うした横坑式の炭坑乱臓はj 丘陵地帯に炭田がある南ウェ ルズでは19世紀前半にいたるまで一
般的であった 0.H， Morris and J. L. Williams， The South Wales Cot;ll Industry 1841-1875. 
1!J58， p. 59)。
7) ネフは} この排水具の普及による竪坑組紘の発展の段階 (1550.......1品O年)を「初期産業革命』
とよんでし唱 (Op.cit.， Vol， 1， pp. 133-261)此本論文ではその罰価j 当否は言及しないe
排1具の発展については， Nef， ibul.， Vol. II， pp. 449-450; T. S. Ashton and l Sykes， Thf)! 
Coal lnd削 t叩 0/tho Eight8enth C削印叩 1929，p. 34事問。
8) F. Brown， The History of Dtainage， in Histo叫 alRevMw 0/ Coal M~附ng (以下瓦
R. C と時す)， p. 184; Nef， ot 叫 Vol. 1， p. 370 またネフによれば，すでに1700年以前に
20フ4ートの堅坑は一般的なものであった (Ibid..Vol. 1. p. 351)。
9) Ncf， ibid.， Vol， 1， p. 370; K. N. Moss， A General Survey of Hi'Story of t:he roal 
Mining Industry， in H. R. C.. p. 7炭坑の寿命は， 1740年代にし、たっても 3年前桂であった
(Ashton and Sykcs， op. &it.， p. 11)。
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石炭業の発展のこの段階では，竪坑組織の展開によって生じる採炭と運搬の

分化をより高次で統一する契機は，ほとんど現実的なものとはならなかった。

なぜなら処女鉱区が豊富に存在していたために，生産過程の進行が揚水能力の

限界に達すると，それはただちに炭坑の放棄と新たな炭坑の開撃を促していっ

たから，採炭と運搬の分化が生産過程の進行を直接に脅かすものにまではし、た

らなかったのである o

排水機関の出現 17世紀後半からの深層採炭の進行につれて，湧水は生産

過程の障碍としてますます深刻なものになっていったが，その根本的な解決に

は機械力による排水すなわち排水機関の出現を待たねばならなかヮた。

蒸気力を用いた吸いあげポ yフ園は， 1698年にセイヴァリィ (T. Savary)が発

明した火力機関 TheMiner's Friend を最初のものとするo この火力機関は，

寸ーソウォノレの HnelVor銅山に排水機関として設置され， 石炭業では1706

年ヒスタップ寸ドジャの Broadwaterの炭鉱で使用ぎれた町。

しかし人力，馬力を否定して，蒸気力kいう新しい動力壱用いたセイヴァリ

ィの火力機関は，その揚水能力が30~35フィート程度のものでしかなし再度

竪坑の途中にポンプ座を設ける段階的な揚水方法がえらばれたが，それによっ

ても最大限100フィートをこえるものではなかった町。したがって例外的ではあ

るが， 400フィートに達する竪坑があらわれはじめた18世紀初頭の段階で， そ

れは従来の排水具が達していた限界を克服するにはほど遠いものであった。

セイヴァリィがはたすことができなかった排水機関の実用化の課題は， 1705 

年，ダートマスの鍛治職人， ニューコメン (T.Newcomen)の大気E機関の発

明によって解決された問。炭坑， 金属鉱山での排水音直接の目的としたこの大

気圧機関は， 1713年にウォリグジャの Griff炭鉱で採用されたのをきっかけに，

その後10年間にフリ γ トジャ，ノーサゾパランド，スコがトラ y ドなどの諸地

10) ポール マゾトウ 「産業革命J (穂増血訳L 昭和.'l9年 '33ページ。
11) Brown，op. cit.， p. 186;マソトウ!前晶君， 433ベジ。
12) ζ の大賀圧機関は， 1717年にバイトン(H.Beighton)によって安全弁がつけくわえられ，
1720年ごろは実用に適したものになコた(マントウi 向上書， 433-435ベ←ジ)。
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方の炭鉱で採用されはじめた町。しかしこれらの諸炭鉱は年間 1 機あたり 182~

320ポ Y ドの特許料を支払わねばならなかったために，排水機関の本格的な普

及は特許の満期である1733年以降まで待たなければならなかった。ニューカ月

ノレ近郊だけでも 1767年には，排水機関の設置数は#汀O台におよび 2年後には

99台(うち57台が稼働)に達した“う。

また上述した Gri宜炭鉱の排水機関は，直径21イYチの真織のジリ νダーを

も"" 地下150フィ」トからの揚水をおこなったが， これによって馬匹60頭の

購入に要した900ポY ドの排水費用が， いまや僅か 6 分の 11~減じた。 50年後

にはその能力はさらに増大し， タイソ)11沿岸の Walker炭鉱の排水機関は，

V リソグ←の直径72イY乎，長さが10フィート 6イγチの大きさのもので，深

さ600フィートの竪坑の坑ロに据えられていた問。

排水機関と漂扇採炭 以上のような18世紀のイギリ A石炭業における排水‘

の機械化の過程は，生産過程の進行の 1条件である補助過程の機械化であって，

生産過程全体に機械的段階壱もたらすほどの変革的な役割をもったものではな

かったが， 17世紀末から生産過程の大規模な展開壱制約していた湧水問題壱解

決し，深層採炭を展開する条件をつくりだした問。

こうした炭坑の深層化とそれにともなう採炭領域の拡大，坑道の延長と複雑

化は，すでに端初的にあらわれていた採炭と運搬の分化壱，運搬の労働条件の

悪化，生産力の劣等化という面から必然的なものとしていった。ここに採炭と

運搬の分化を基底として，より高次元でその両者を再統一するとし寸特徴をも

13) Nef， ot. cil.， Vol. II， p. 451 
14) Ashton and Sykes， op. cit.. pp. 38-39; Brown， op cit.. p; 186 
15) Brown， ibid" p. 186; H. F. flηIm:l.n ;tnd R A. S. Redmayne， Colliery Working and 

Manageme耐.4 th ed.. 1925， p. 5なおワットの蒸宮機明は，後述するように排水機関としてよ
りも地揚構に利用されていった。ただし排水m燃料費の削繭が拍〈叫ばれていた金属鉱山では
熱効率の高いワットの蒸気機関が1778年ごろから排水機関として普及していった (Brown，op 
cit.， p. 187)。

16) 18世紀のはじめには，竪坑は180フィ トが限度であるとされた杭 1786年に Walsend炭鉱
は600フィ トの竪坑をもっていた (E Welborne， The Miners' Unions 01 Nort抑制berland
and Dur.加m，1923， p. 9)。また18世昨日初期の 1炭坑の採炭領域は，竪坑を中心に最大限200ヤー
ドぼどのものだった (Bulmanann Redmayne. op. c~t.. P 町n
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った石炭業の生産過程は，まず基本的労働手段である「構築物」の体系化壱要

求し，当時最も重筋性を要した運搬労働壱軸とした分業体制をつくりだし，さ

らに181!C紀中葉になっ C北東部の大炭坑を中心に，主要坑道に馬匹運搬壱導入

していくことになった。この馬匹運搬の普及は，運搬労働の重筋的性格を部分

的に否定することによって，成人運搬夫にかわる広汎な児童運搬夫の雇用を招

色成人採炭失を頂点とした細分化された分業構造をつくりYごしていったので

ある。

したがって排水機関の出現は. I構築物」の体系的成立を基底とした，労働

集約的な手段による採炭ト運搬の統ーの同復を内容とする 18世紀イギリス石炭

業の「構築物」の段階=マニュファクチュア的段階の確な巷表現するものであ

ヮた町。

2 換気体系の成立過程

火籍とファイアマン 排水機関の出現によって炭坑の深層化にたいする障

碍を除去した石炭業は，土地所有者主義にもとづくイギリス特有の鉱区所有形

態問lこよって制約をうけながらも .1坑あたりの採炭領域の拡大を推しすすめて

いった。しかし沿層堀進を特徴とする坑遺体系と，炭層に網状の切羽坑道(head

way) を残してし、〈残柱式切羽 (bordand pillar working) の体系は，生産の進

行につれてますます複雑な坑内組織をつくりあげていくものであった。とこに

生産過程の進行は第2の障碍に直面する。すなわち坑内通気の問題である。

生産が浅層採炭にとどまっ-cし、るかぎりでは，通気問題は窒息ガスをめぐる

ものであっすこが.17位紀後半からの深層採炭の進行は，可燃性ガスの発火によ

る坑内火災事故の発生を増大させていった。こうした坑内火災は生産を中絶さ

せ，炭比の放棄さえ招くものであったから，坑夫の安全という面からよりもむ

しろ生産過程の保全とその円滑な進行の保障としづ意義をもって，資本に適当

な対策を講じることを要求していった。

17) 隅在三喜男，前掲論士.34ページ。
18) 石村善助 「車業権の研究」昭和35年， 17-20へージ。
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17世紀には，坑内と坑外の温度差壱そのまま利用する自然、対流による換気か

ち，竪坑を仕切ってその一方に火寵をつるすことによっ 1坑内通気を促すとい

うその後2世紀にもわたってその原理に変化がなかった方法が発展した。しか

し，こうした不完全な換気は，坑内ガスに酸素を混入し，逆にガスの発火点を

おしさげるとし寸皮肉な側面をもっていた。そこで，坑内のとくにガスが充満

した区域は，採炭をやめて硬によりて閉鎖してしまうか，あるいはファイアマ

γ とよばれる特殊な坑夫の手によって人為的にガスを燃やし，炭坑全域にわた

る火災の発生を末然にふせぐ手段がをられるようになった。このファイアマ Y

による il7-.除去の方法は. 1677年に北ウェーノレズの Mostyn炭鉱で実施された

の#最初に. 18世紀から19世紀前半にいたるまで，南ウヱーノレズやミヅドラ γ

ズ地方の比較的小規模な炭坑でかなり一般性をもっていた問。

坑内通気の体系化 しかし火龍によるものにせよ，ファイアマ γによるも

のにせよ，こうした換気とカス除去の方法は，それ壱支える通気体系が完備し

ている場合にかぎって，成果をおさめることができるものであった。したがっ

て北東部の複雑な坑内組織をもった大炭坑では，ファ千アマ Y制度の採用は困

難であったために，なによりも坑道の整備による通気の体系化がはかられなけ

ればならなかった。 18世紀はじめにこの地方に現われた木製の遮断壁を坑道に

設ける FaceAiringの制度は，そのような意義を担ったものであったが，己れ

は1760年， Whitehavenでスベディ yf (J. Spedding)が考案した「兎追いJ

(Air COUTsing)の制度へと発展した。このシステムは，入気道と排気道の分離

を明確に1ることを回的としたもので，そのために坑内の随所に木製， レゾガ

製の遮断壁が設けられ，通気戸 (tmppdoor)によって両坑道を連絡した町。

「兎追し、]は， 18世紀中葉の生産過程の発展段階にじ陶うぶん対応するとと

ができた通気体系であったといえるが，それが坑内全体を 1本の通気流とする

19) Ashton and Sykes， 噌 cit..pp. 45-46; K. N. Mo.ss， Ventilation of Coal -Mines， in H. 
R. C.， pp. 126-129 
20) Moss， ib1d.， pp. 129-130; H. R. C A.ppendix， p. 33 之町通気戸の開閉保として 5-7才
の児童が雇用されるようになった。この児童労働者は19世紀前半のイギリスの「原生的労掛関係」
の1典型をなすものであフたu
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ものであったために，生産の進行にともなう坑道延長の増大は，ガス壱多量に

含んだ気流を坑内全体に漂わせることになってきた。 i兎追いjがもっこの限

界の克服は. 1810年， バドノレ(John.Huddle)がノーサYパラ Y ドの Walsend

炭鉱で試みた Air Splitting のVλテムによって可能なものとなった。かれ

は， 坑内をそれぞれが独自に回流するい〈つかの通気区画にわけ， 風橋 (air

a惜 sing) を設けて坑道の平面的交差をさけることを考えだしたのである 21)0

この AirSpli仕 mgのシステムの成立は，通気体系としての坑道の体系の完

成壱両するものであった。

安全燈と換気扇 しかしながらとうした通気休系は坑内火災の発生を直接

に防止するものではなし 18世紀末からの石炭需要の急増の中で展開した濫掘

とまでいえる無計画な採炭の進行は， 火災事故の多発巷いっそう招いていっ

Tこ問。

こうした炭坑事故の発生因の調査とその防止策の立案を目的として設立古れ

たサYダヲンド委員会 (SunderlandSociety.for the Prevention of Accidents in 

Mines， 1813年設立)の一員であるH ・ディヴィ (H. Davy) とG ・月ティずンソ

ン(G.Stephenson) は. 1815年にほとんどあい前後して安全燈の実用化に成功

し，火災事故の直接の発生困であった従来の裸照明を駆逐しようとした。この

安全燈(とくにデイヴいラ γプ)は. 1816年のわずか 1年間にタイン川地域か

らウヱーノレ式にし、たるまでひろく普及したが， この採用によって従来放棄され

ていたガス山やガス切羽の採炭が可能になれさらに残柱式切羽での炭柱引き

の一般化を助け 1坑あたりの採炭領域は飛躍的に拡大していった問。

しかし安全燈の普及の過程には，いくつかの問題をはらんでいた。まず，ガ

λ 充満区域の採炭や炭柱引きの作業は，火災発生の危険をますEともに落盤事

故の多発を招くものであった。第2に，安全燈の導入が他の換気手段にたいす

21) Moss， op. czt.， pp. 136-137; H. R. C" Appendlx， p. 34 
22) 1800-1年に北東部地方守冊。人が坑内事故で死亡した (A~ht加 and Sykes， op. cit.， p. 52)。
23) Ashton and Sykes， ibid.， p 52その後の安全燈の改善については.D. W. Dron， Llghting 
of Mines， in H， R. C.> pp. 150-169を参問。
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る配慮を定、たることをもたらし， とくにガス山での火災事故は，累乗的に増大

していった。さらに安全燈の照度が裸照明にくらべてはるかに劣っていたため

に，採炭，運搬労働の危険性を増大させたばかりでなく，労働の能率をも減退

させて出来高給によった坑夫の賃金をおしさげるように作用して，安全燈の導

入にたいする坑犬の反発と忌避を招いた問。

結局，安全燈の使用が，急速に拡大する市場への対応を急ぐ資本にとっての

安全性として Lか作用できなかったこ土は，じゅうぶんに想定することができ

る。

こうして問題はふたたび換気手段そのものの改善に立ち帰え事。この段階で

Air Splitting の通気体系は，一部大炭坑を除いて竪坑を 2つに仕切るか， 副

坑 (by-pit) を設けて火寵をつるして通流を促すという構造と対応していた。

ところが1862年にノーサンパランドの Hartley炭鉱で， 竪坑の火災によって

204人の坑内労働者全員が死亡するとし寸大事故が発生し，これをきっかけとし

て入気，排気の 2本の竪坑の設置を強制化する鉱山条例が制定された。この排

気竪坑への火繕にかわる高能率の換気扇の設置という課題は，市場価値のない

微粉炭の処分という経済的理由から速やかに進行することができず， 1849年，

Fラモーガンの GellyGael炭鉱とダラムの Haswell炭鉱に設置された Bnin

ton 換気扇を端初に 60年代後半からようやくイギリ λ全地方に普及しはじ

めた問。

以上のような人気，排気両坑の分離，火龍にかわる換気扇の設置， Air Split 

tmg，そして安全燈の導入， これらがすべて統ーされてはじめて換気体系が完

成されたのであって，それは1870年代以降のことであった")ロ

24) 1851-77年に1126人が坑内火盟事故で死亡した (F.Machin， The Yoγ.kshi同 Mmers，1958， pp 
11. 12. 21 ì~ 資本家たちは，こうした事故多晃の責任を安全燈の使用を嫌う坑夫たちに押しつけ
た(エンゲルス「イギリスにおける労働者階紐の状態」選集補者， 2， 373ページ)。竃障が坑内
照明に使われはじめたのは， 1886年のことであった (Dron.op. cit.， pp. 167-168)。
25) K. N. Moss， M玉neGas and Explosions， in H R. c.， pp. 144-145 南ウェ ルズの換気
扇の普丑については Morris and WilIiams， op. cit.， pp. 64-66を参照。
26) ミツドラ γドの死亡者数と石炭生産量の比串は， 1856戸60年の 1対113，000トンから， 1876-80年
iごは 1対234，000トシになった(J.E. Williams， The Derb戸hireMu問.S，1962， p. 8η。
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E 運搬工程の機械化一一「施設」の成立過程 (0一一

排水機関の出現は石炭生産の大規模な展開壱本格的にすすめてし、ったが，こ

うした生産過程の拡大は，運搬工程にとっては運搬距離を延長させることによ

コて，採炭工程にたいしてその生産力の劣等化をもたらすものであった。いま

や生産過程の進行のための条件である採炭と運搬の統ーが破壊された。ここに

運搬の合理化による両工程の統ーの回復とし寸課題が，技術的強制力壱もって

登場することになった。

切羽から坑底までの坑内運搬と坑底から坑口までの捲揚の2工程からなる運

搬工程は，浅層炭坑，横坑炭坑では直接に統ーしていて，石炭は 1人ないし数

人の運搬夫のリレーによって切羽から坑外まで運びだされていた。

しかし深層採炭の進行すなわち竪坑組織の展開は，この運搬工程の肉体的統

ーを破壊して，坑内運搬と捲揚の2工程への分化壱明確にした。

1 捲揚機の出現

捲揚具の発展 捲揚具は 17世紀から竪坑組織が発展していくにつれ，

普及していった。 これは排水具の展開と並行して， 人力による釣瓶式のもの

(windld日)から馬力の巻ろくろ (w恒 mgin) に発展しだが， この巻ろくろは，

1650年頃にあらわれた 1~2 頭の馬壱使って巻胴を回転させる Cog-and-Rung

Ginから， 17世紀の末には単滑車を用い， 4........5頭の馬力を必要とする Whim

sey (Barrel Gin) に発展して，深層採炭の展開にたいする対応をはかっていっ

た。 1746年， ラ Yカγャの SirRoger Bradshaigh 炭鉱では 4頑の馬で

捲揚をおこなう Whimseyが230フィートの竪坑の坑口に設置されてし、た。 ま

た， 1801年に Whiiehavenの1炭鉱の3007ィートの竪坑に設置されてし、たも

のは， 12頭の馬を 3 時間交替で使用し 9 時間労働日あたり 42~44 ト Yの石炭

を捲揚げることができた町。

27) F. Brown， The History of W凹 ding，in瓦 R.C.， p. 170 (以下， Brown， Winding と
略す); H. R. C.， Appendix， p. 43， Ashton and Sykes， 'ot. cit.， pp. 54-56. 18世紀中葉zノ
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こうした捲揚具は18世紀全般にわたって広〈普及していたが， 18世紀後半か

ら竪坑の深化が急速に進むにつれて，捲揚の速度はおち，しかも馬匹購入費用

も巨額なものになっていったu 馬力捲揚具が限界点に到達した。排水機関の出

現によって深層採炭にたいする障碍を完全に克服したかのようにみえた石炭業

は，いまや捲揚能力の限界点で単に竪塊の深化に制約があたえられただけでな

く， 生産力を同一水準で維持することさえ困難な事態に直面した。捲揚の生

産力の低下がそのまま石炭業の生産力を否定的に規定することになったのであ

る。

とくに捲揚費用の削減という側面からこの事態に対応しようとした発明が，

メ Yズィス (M.Menzi田)の水力捲揚具 (menzie，water-pul1ing-machine) であ

った。この水力捲揚具は， 1753年にウェ 7)11沿岸の Chartershaugh炭鉱では

じめて採用されたが， 60年ごろにはミッドラソズ地方の諸炭鉱で Whimseyと

併用されて，かなり普及していた。 19世紀になって竪坑組織が木格的に展開し

た南ウェーノレズでは， 水力の同様な捲揚具 water-balancing-machineが普及

し， 1862年にいたってもプラモーガγだけで約90台存在レていた。 Dowlais製

鉄会社の460フィートの竪坑をもっ CwmBargoed炭坑では， 日に300Iンを

この捲揚具によって坑口に運びだしていた向。

しかしこの water-balancing-machine によって捲揚費用の削減が可能にな

ったにせよ， 竪坑は最深500ソィート前後に制限され，捲揚速度も極めてのろ

いものであったから，これが馬力捲揚具の達した限界を克服できたとは言いが

たしここに捲揚の質的変革を可能にする新たな原動力の開発が求められてい

っ主こ。

捲揚機の出現 すでに排水機関として利用されていた蒸気機関は，その往

復運動を回転運動に転化するととができるようになるまでは，間接的に捲揚主

サゾパランドの Hartley炭鉱は1 低速ギアそ導入し， 8頭の馬を用いる冊。フ 4 ト竪坑用の捲
揚具の開尭を試みたが，これは捲揚速度をおとしj 馬の購入費用を巨額なものとしたために失敗
に終った (Ashtonand ~yk目的id. ， p. 55)。
28) Ashton and Sykes， op叫， p. 57; Morris and Williams， op. cit.， p. 70 
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程に用いられていた。排水機関と巻胴壱回転させる水車との結合は，排水と捲

揚壱統一する点に長所をもち， 1770~80年代にスログトラ V ドや北東部地方に

普及したが， Whitp，h:::.venでは1803午まで残存したへ

1784年にワヅト(JamesWatt)が発明した複動式回転機関は，直ちに捻揚機

として石炭業にもちこまれ，その後20年聞にほ左んど全炭田地方にその導入の

例をみることができるが，その本格的な普及はワットの特許が満期をむかえた

1800年までもちこされた。 1801年までには北東部では馬力s 水力捲揚具はほと

んど消え去り，同年にダーピィシャとノッティゾガムシャの 2県だけで50台以

上の捲揚機が稼動していた問。

この捲揚機の能力は， 19世紀初頭には50馬力程度のものでしかなかったが，

40年後，ダラムの MOhkwearmouthでは150馬力のものが建造されるようにな

った。 また1798年にカー(J.Cun)が捲揚の平衡壱可能にする平綱壱発明し3

1840年には鋼索製造が企業化されるようになった。こうした捲揚の馬力の増大

と速度の高度化の結果 1日あたりの捲揚量すなわち 1坑あたりの 1日の生産

力は飛躍的に高まれ 1835年の 300 トン前後から 50年にはω0~800 トソ lこま

で達した向。

捲揚工程の機械的段階 以上のような捻揚工程の機械化の過程は， (1)捲揚

能力を飛躍的に高めて，それまで石炭業の生産力の否定的契機であった自己の

限界を克服し，採炭と運搬の再統ーを獲得していった。さらにそれだけでなく

逆に坑内運搬の合理化と，それ争媒介として採炭の生産力の増大さえ要求して

いく積極的な契機をもっ-(¥、た。 (2)また捲揚工程の機械的段階は，その労働を

機械に従属させ，客観化することを内容としていた。この生産過程の主要部分

の機械化は，いまだに機械的段階に達していない坑内運搬，採炭にたいして生

産力の側面からだけでなしその労働過程に重大な影響を及ぼす。すなわち捲

揚が機械力にしたがって整然と進行するために，それに先立つ坑内運搬，採炭

29) Ashton and Sykes， op叫， p. 58;. Brown， Winding， p. 1-71 
30) Ashton and Sykes， opωt.， pp. 59-60 
31) Ashton and Sykes， ib~d ， pp. 60-61; Brown， Winding， pp. 172-173 
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の労働を労働者の主観に完全に委ねることが不合理なものになって，一定の組

織的，計画的労働が必要になってきたのである。

したがって捲揚機の出現は，たんに運搬の中継である捲揚工程が機械化され

たことをしめすだけでなしこれまで否定的な意味で生産過程の軸をなしてき

た運搬が，いまや生産過程全体を積極的に支えるものになったことをしめす。

こうして石炭業の生産過程は，採炭と運搬の機械的段階での統ーを内容とする

「施設」の段階へ大きく一歩足を踏み「んだ制。

2 坑内運搬の機械化過程

運搬の直接的統一の崩壊 捲揚機の出現は，たんに運搬工程だけでなく，石

炭業の生産過程全体にたいして機械化の展望を切り開くものであったが，この

運搬工程は生産過程の矛盾がたえず集約的にあらわれる坑内運搬をその内部の

一方の極にもつ。比較的固定的な竪坑とはちがい，坑道は生産の進行につれて

たえず延長し，複雑なものになってし吋。また 1区画の採炭が完了するとその

区画の片盤，切羽運搬坑道は廃棄される運命にあった。こうした坑道体系がも

っ特徴は，坑内運搬工程にたいして一方で不断に劣悪化してし、く生産力を機械

の導入によって回復させることを要求しながら，他方では坑道の客観化が困難

であることを反映して，機械化による労働の客観化を阻むものであった。した

がって坑内運搬工程は労働集約的な手段を積みかさねていく己とによって拡大

する生産過程に対応し，生産過程の統ーを維持していかなければならなかった。

上述したように浅層採炭や横坑採炭の段階では，石炭は背負簡や旦ラに積ま

れ 1人ないし数人の運搬夫によって，切羽から坑ロまで直接に運びだされて

いた (bear町system)。とう Lた運搬は先山採炭失の妻や娘によって従事古れた

が，竪坑の深化と坑遣の延長につれて.17世相前半にはスコットラYド巷除い

てほとんど消滅した町。

17世紀における捲揚と坑内運搬の分離は，前節で論じたように捲揚具の発展

32) 隅谷三喜男，官，II掲論文， 15-16ベ ジ参照。
33) Nef， Pp. cit， Vol， 1， pp. 365-366; R Page Arnot， A History 01 the Scottish Miners. 1955， 
pp 6， 22-27 
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を促していったが，他方では坑内運搬の重筋性を日にヨに強めていった。ここ

に従来の婦人運搬夫にかわって成人男子の運搬夫 (barrowman，haulier)が集約

的に雇用されることになった。 この運搬失は， 捲揚夫 (wlndsman) や吊掛夫

{hanger-on) などの運搬労働夫の中心に位置するとともに， その労働の重筋性

をもとにして採炭を含めたh炭業全体の労働力の編成の基軸に位置するものに

なっていった。 18世紀前半，北東部の 1炭坑の運搬夫丹賃金は，日賃金に換算

して22ベンλで，それは採炭夫の賃金の 2倍程度に達するものであった。また

坑道の延長による運搬の生産力の低下を雇用の増犬で捕なっていった結果，採

炭夫と運搬夫の雇用比率は 1対2ないし 1対3にまでおよんだ'"。

こうした労働集約的な一時しのぎの解決方法は，生産力のたちお〈れと運搬

費用の増大という 2つの側面から， 18世紀中葉から深層採炭が急速に進行し，

生産規模が拡大してし寸過程で，その限界を露わにしていった。とこに捲揚具

の改善がすすむ一方で，坑内運搬の質的変革が模索されることになった。

馬匹運搬 まずそれは主要坑道に馬寺もちこむことかちはじまった。馬力

による炭函，炭車の牽引は， 1749年にニューカスノレ近郊の TanfieldMoor炭

鉱で採用されたものをきっかけにして， 60~70年代に北東部炭田を中心に普及

していったお さらに同じころ坑内に木製軌道を敷設することもはじまれ少

なくとも主要坑道運搬に関しては，その労働の重筋性を部分的に否定すること

ができるようになった。そのうえ，片盤坑道から運びだされてきた炭函を一度

に数個連結して運搬することによって，その生産力壱増大させることもできる

ようになった。

こうした馬匹運搬の一般化は，その駅者として児童の広範な坑内雇用壱促が

34) Ashton and Sykes， op_ cit_. pp. 61-62; G. Pool， The History and Development of 
U nderground H四 lage，in H. R， c.， p. 89; Wel加 rne，op. cit" p. 8 採提夫と運搬夫の雇
用比率は院のようr推移した。 16B!l年 Bo'ness炭鉱13対33. 1769年 Dunmore炭鉱28対74.
Stanleykiphill炭鉱70対12701806年 Heaton炭鉱143対84(Ashton and Sykes. ot. ot.， pp 
19. 22-24， 68; Bulman and Redmayne， op. cit_. pp 47-48)0 

35) すでにこの時期に先立って18世紀前半から把童の坑内雇用は，臨時的におとなわれていた(Ash
ton and Sykes， 0ρ cii_. p_ 62)。

， 
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して，従来の運搬夫が占めていた高い地位を崩壊させたばかりでなく，通気戸

の開閉係，片盤運搬のための唱童の雇用の一般化と結びついて，北東部を中心

にその後 1世紀以上にわたって，イギリス石炭業の 1大特徴となった細分化さ

れた分業労働と労働の等級制をつ〈りあげていった冊。

しかしこうした馬匹運搬と児童運搬夫の大量な雇用という資本節約的方法

は，坑内運搬が直面した困難を真に解決するものではなかった。 18世紀末から

の蒸気力時代の木格的到来とし寸外的条件に支えられた生産規模の拡大は，主

要坑遣を延長し，片盤，切羽運拠坑道壱いっそう複雑に延長してい勺たから，

この段階で坑内運搬士程が， 1800年ごろから機械化がすすんだ捲揚工程と統ー

を回復することは到底できるものでなかった。

坑内運搬の機械化 機械力によって切羽から坑底まで連続的に牽引するこ

とを内容とする坑内運搬の機械化にとlって基礎的条件をなし，運搬速度とその

安全性を高める意義をもった木製軌道の鉄化は， 1768~71年に、ンュロヅプシャ

の Coalbrookdaleで鋳鉄製の坑外軌道が敷かれたことを起源とする。 それは

1800~20年になって一般的になったが， Whitehavenでは， 1813年にその総延

長は20~ イノレに達していた町。

また坑内運搬と捲揚の連続化は， 1777年に J・カー (JCmT) がシェフィー

ノレドの Park炭鉱で車台つきの捲揚用の炭函を導入し， さらに1834年になっ

てホーノレ (H叫1) が一度に 2台の炭車壱積みこむ 2段式のケージを発明したこ

とによって可能になった問。それまで坑内運搬用の炭函から捲揚用の炭寵への

積みかえによって生じた渋帯が回避できるようになったのである。

一方，坑内運搬機械は， 1750年にメ Yズィスが考案した自動斜坑運搬装置

(se1f-acting-inclined-plane)壱起源とするが，水準坑道では， 1840~邑O年にいた

36) Ashton and Syk田， ibid.. pp. 20-21 エソゲルス，前掲書， 365-368ベージ。かれらは!
5-7才で入坑し，通気戸骨 (trapper)，連描雑務係 (foal).運搬助手 (half-Hlarrow)，運抑夫
(headsman)，採炭助手 (putand hewer)をへて， 17，......，.18才で採民夫になる。
37) Ashton and Sykes， op. CU.， pp 63-65 
38) Poo-I， op. cit.， pp. 93-94 
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って尾網運搬装置 (mamand tai1 rope). エンドレス運搬装置が発展した均。

ところがこれらの運搬装置は，その普及のために新しい原動力の開発音必要

とした o 蒸気機関の坑内設置は，坑内火災の危険をもっていたために不適当で

あるとされた。これにかわる安全度の高い動力，庄縮空気は1850年にグラ月ゴ

ーの Gauan炭鉱で採用されたものを最初としている。この坑内運搬のための

圧縮空気の定置機関は.50年代後半から広く普及していフたが.1857年に Dow

lais 炭鉱で採用された圧縮空気の尾綱運搬は，一度に 30~35 台の炭軍(合計

約36トγ) を牽引することができた。 南ウェ-}レズでは. 1875年ごろには犬炭

坑のギ要坑道においTは，馬匹運搬はほとんど姿を消したといわれる叫。

しかしこの圧縮空気の定置機関は伝導距離が短かく，熱効率にも難点があっ

たために. 1884年以降，電動機が小型化して，坑内に導入されるようになると，

坑内火災の危険が極度に高いガス山を除いて圧縮空気は電動機によって駆逐さ

れていった41)0

以上のように主要先戸では19世紀中葉から機械化が7すんでいったが，それ

にたいして片盤，切羽運搬坑道では，その性格が客観性をもちにくく，流動性

に富んだものであることを反映して，依然として人力運搬が支配的であった明。

いまや生産過程の矛盾が集中して現われることになった坑内運搬のこの部分の

機械化は. 1902年にプラケット (W.C. Blackett)がコ Yベイヤーを発明するま

で待たなければならなかった。乙のコ Yベイヤーの普及はさらに遅れ，第1次

大戦後にもちこされた'"'

39) Pool， ibid.. pp. 92， 94-98 
40) Pool出 d..p. 99; Morris and 、Nilliams，ot. cit pp. 69-70， 1802年にスチープγソンは，
Kil1ingworth需拡で蒸気機関の坑内設置を試みたが， それが当時広〈普及したとは考えられな
いn また回大掛昨組織の炭坑では.坑外の蒸気繰闘によって主要坑道から坑口まで一挙に牽引す
ることができた (Pool，ゆ cit.，p. 127)が この場合の定置機関は，捲揚機がはたす担割と変
らねものであるから 坑内揮描機関としては取担うことができない。
41) PooI， op. cit.. p. 99; Bulman and Redmayne， op. cit.. p. 127 
42) 厚炭屑の炭院では，切羽まで馬をもちこむことができた (Morrisand Williams， op. cit.， p 
70; J. w. F. Rowe， Wages 色旬 the Coal [j旬iustry，1923， p. 56)。
43) Bulman and Redmayne. 0ρ叫.p. 131長壁式切羽の面長は，切羽運撤の能力に制約され
て10ヤード程度でしかなかったが， コγベイャーの出現は この切羽面長を50......100ヤ ドヒ拡
大した (Ibid.，pp. 150， 226)。
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資料 Bul皿 anand Redmayne， op. cit.， pp. 131， 151; The Repo.吋 0/the 
Royal Commωsion on the. Coal J，何仇旧tt'y.:=l vols.. 1925， VoL II. 
Part B， 'p. 957 

こうして19世紀中葉から20世紀はじめにかけての主要坑道における機械的運

搬と，片盤，切羽における人力運搬という坑内運搬の披行的性格は，ヨンベイ

ヤーの出現によって否定されるようになり，竪坑，主要坑道，片盤・切羽坑道

といった諸「構築物」にそれぞれ捲揚機，定置機関によるエンドレ7-.尾綱運

搬装置，そしてコ 1ベイヤーが結合し， ζこに機械力による切羽から坑口まで

の連続的運搬を内容とする運搬工程の機械化が完成した。




